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を
手
に
す
る
の
を
躊
躇
わ
れ
る

だ
ろ
う
。
一
応
ど
こ
か
ら
読
ん

で
も
い
い
よ
う
に
物
語
は
展
開

し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
や
は

り
読
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
当

然
一
巻
目
か
ら
読
み
た
い
、
だ

が
、
三
十
巻
と
な
る
と
、
や
は

り
迷
う
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
吉
原
裏
同
心
」
一
巻

の
『
流
離
』
が
二
〇
〇
三
年
三

月
発
売
で
、
十
四
年
の
長
き
に

わ
た
り
、二
十
五
巻
の
『
流
鶯
』

で
い
っ
た
ん
物
語
に
終
止
符
を

打
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の

「
佐
伯
通
信
」
が
挟
み
込
ま
れ

た
「
吉
原
裏
同
心
抄　

旅
立
ち

ぬ
」
の
あ
と
が
き
で
記
し
た
ゆ

　

こ
の
と
こ
ろ
長
く
な
っ
た
シ

リ
ー
ズ
を
ど
う
す
る
か
、
版
元

各
社
と
話
し
合
い
な
が
ら
改
変

を
続
け
て
い
る
。な
に
し
ろ「
居

眠
り
磐
音
江
戸
双
紙
」
の
五
十

一
巻
を
始
め
、
大
半
の
シ
リ
ー

ズ
が
三
十
巻
を
超
え
る
も
の
ば

か
り
だ
。
と
な
る
と
新
規
読
者

は
書
店
の
本
棚
の
前
で
一
巻
目

付
け
な
い
か
ぎ
り
、
出
版
不
況

の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

変
化
す
る
の
は
、
だ
れ
し
も
覚

悟
が
い
る
。
今
回
は
私
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
版
元
ス

タ
ッ
フ
も
担
当
が
替
わ
る
。
松

岡
俊
君
か
ら
小
口
稔
編
集
長
と

な
る
。
年
齢
を
考
え
る
と
私
に

と
っ
て
最
後
の
挑
戦
だ
ろ
う
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
ま
す
。

え
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

　

私
が
時
代
小
説
文
庫
書
き
下

ろ
し
に
本
式
に
関
わ
っ
て
か
ら

十
六
、
七
年
が
過
ぎ
、
出
版
界

の
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ま
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
文
庫
書

き
下
ろ
し
も
そ
の
「
役
割
」
を

終
え
た
よ
う
に
思
う
。

　

そ
の
よ
う
な
最
中
、
既
存
の

シ
リ
ー
ズ
に
手
を
加
え
つ
つ
、

ど
う
延
命
さ
せ
る
か
、
難
し
い

選
択
に
作
者
も
版
元
も
書
店
も

直
面
し
て
い
る
。

　

こ
の「
吉
原
裏
同
心
抄
」と
て
、

十
六
、
七
年
前
と
は
違
っ
た
悪

天
候
の
中
で
の
船
出
だ
。
だ
が
、

作
者
と
し
て
は
、
な
に
か
手
を

「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」
ほ
か
光
文
社
女
性
誌
の
取
材
を
受
け
る

（
写
真
提
供
：
佐
伯
泰
英
事
務
所
）
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15日
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『
嫁
入
り
』

鎌
倉
河
岸
捕
物
控

《
ハ
ル
キ
文
庫
》

7日
7 月

27日
5 月

14

『
に
ら
み
』

新・古
着
屋
総
兵
衛

《
新
潮
文
庫
》

「
佐
伯
通
信
」第
38
号
が
入
り
ま
す
。

（
初
版
の
初
回
出
荷
分
に
の
み
挟
み
込
み
）

「
佐
伯
通
信
」第
38
号
は
、５
月

27
日
刊
行
予
定
の『
新
・
古
着
屋

総
兵
衛
14　

に
ら
み
』（
新
潮
文

庫
）に
入
り
ま
す
。

佐伯泰英事務所の公式ホームページ、近日開設予定。
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２０１7年の「佐伯通信」は、佐伯泰英事務所が下記出版社の協力のもと発行いたします。

※

発
売
日
は
予
定
で
す
。

『再生 恐山地吹雪』〈巻之二十二〉4月12日

『切羽 潰し合い中山道』〈巻之二十四〉6月14日

『仇敵 決戦前夜』〈巻之二十三〉5月12日『完本 密命』
新装改訂版

《 祥 伝 社 文 庫 》

発売予定

8

『
夢
三
夜
』※
２
カ
月
連
続
で
８
月
に
第
９
巻
刊
行
予
定

新・酔
い
ど
れ
小
籐
次

《
文
春
文
庫
》

４
月
７
日

⑪『
偽
小
籐
次
』
５
月
10
日

⑫『
杜
若
艶
姿
』
６
月
９
日

⑬『
野
分
一
過
』

酔
い
ど
れ
小
籐
次【
決
定
版
】

　みなさま、「吉原裏同心」の新章開幕にあたる『吉原裏同心抄 旅
立ちぬ』をお読みいただきありがとうございます。
　この「吉原裏同心抄」より担当させていただきます、光文社文庫
の小口稔と申します。佐伯先生のあとがきにもありますように、「吉原
裏同心」は二十五巻の『流鶯』で一つの区切りを迎え、この巻から
カバーなどの雰囲気もがらりと変えて再スタートとなりました。神守幹
次郎、汀女、そして薄墨太夫あらため加門麻─三人の関係を中心
とする新しい「吉原裏同心」の物語の始まりとなります。今後の展開
にご注目ください。
　ところで、上に自分の顔として入れておりますのは「ヘマムショ入
道」という、「へのへのもへじ」などと同様、古くからある文字で作っ
た人の顔です。この文章を書いている現在は大学入試の真最中で
すが、かつて私が受験した際にこの「ヘマムショ入道」を使った問
題が出され、入学後、クラスの自己紹介文にこの顔を使いました。
三十年近く前の、すべてが新鮮で何にでも全力を尽くしていた原点
にかえって、佐伯先生の「新しい挑戦」を一緒に盛り上げていこうと
いう思いを込めております。
　今後とも「吉原裏同心抄」をどうぞよろしくお願いいたします。

「吉原裏同心抄」の開幕と
新担当からのご挨拶です！

㈱光文社　文庫編集部
「吉原裏同心抄」「吉原裏同心」
「夏目影二郎始末旅」担当 小口　稔

『

』


